
※掲載している回答の内容は、回答した時点の市の見解となります。 

その後の制度変更などにより、最新の市の見解と異なる場合がありますのでご了承ください。 

 

市長への手紙 
（今までの主なご意見と回答） 

受付日 令和 ６年 ８月 ６日 

回答日 令和 ６年 ９月 ６日 

件     名 

防災行政無線での黙とう呼びかけについて 

内     容 

防災行政無線で流していた原爆や戦争で亡くなった人たちのための黙とうが、近年なく

なった気がする。平和教育のためにも、引き続き実施してほしい。 

回     答 

本市では、毎年、防災行政無線を利用し、８月１５日正午に、平和を祈念する黙とうの

呼びかけを実施しており、本年についても実施させていただいたところです。 

また、令和２年の被爆・戦後７５年の節目の年には、広島市、長崎市への原爆投下の日

（８月６日、９日）に、原爆投下の時刻にあわせて、原爆死没者の冥福と平和を祈念する

黙とうの呼びかけを実施しました。 

被爆・戦後８０年となる令和７年にも、同様の呼びかけを実施する予定でおり、平和の

大切さを次世代にも伝えていきたいと考えております。 

事務担当課 
健康福祉総務課（０４６－２６０－５６０４） 

国際・男女共同参画課（０４６－２６０－５１６４） 


